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往
復
二
時
間

余
り
乗
る
通
勤

電
車
内
で
は
、

退
屈
を
紛
ら
わ

す
た
め
読
書
に

専
心
し
て
い
る

が
、
時
に
集
中

で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
。
乗
客
の
マ
ナ
ー
違

反
が
原
因
だ
▼
社
団
法
人
日

本
民
営
鉄
道
協
会
が
電
車
内

の
迷
惑
行
為
を
ウ
ェ
ブ
上
で

公
表
し
て
い
る
。「
座
席
の
座

り
方
」
「
携
帯
電
話
の
使

用
」「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ

の
音
漏
れ
」
「
車
内
で
騒

ぐ
」「
女
性
の
化
粧
」「
床
に

座
る
」「
車
内
で
の
飲
食
」
な

ど
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。
独
断
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
が
十
代
か
ら
二
十

代
の
若
者
に
よ
る
ふ
る
ま
い

だ
と
思
う
▼
か
つ
て
ア
メ
リ

カ
の
文
化
人
類
学
者
ル
ー
ス

・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
日
本

文
化
を
「
恥
の
文
化
」
と
評

し
、
日
本
人
は
罪
の
意
識
よ

り
も
恥
の
意
識
で
行
動
す
る

と
分
析
し
た
が
、
こ
の
指
摘

は
い
ま
や
若
い
世
代
に
は
当

た
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

▼
仲
間
う
ち
で
は
「
空
気
を

読
む
」
こ
と
を
重
要
な
規
範

と
し
て
い
る
ら
し
い
現
代
の

若
者
た
ち
。
そ
の
彼
ら
彼
女

ら
が
、
公
衆
の
面
前
で
は
傍

若
無
人
、
厚
顔
無
恥
と
な
る

こ
と
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
て
い
る
▼
人
間
関
係
に

お
い
て
最
も
大
切
に
す
べ
き

こ
と
は
、「
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
」
こ
と
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
藤
本

清
高
）

２

面

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
７
開
催

３

面

カ
イ
ロ
大
、
北
京
外
大
と
協
定
締
結

４
・
５
面

特
集

素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

６

面

特
集

Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
取
り

組
み

８

面

特
集

関
大
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
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このところ、行政は特許や商標などの知
的財産を育成し、擁護することを声高らか
に謳いあげ、知財こそが日本の将来を左右
するとして推奨している。しかし、果たし
てそれがいかほどの効果をあげるのか、充
分に吟味する必要があるように思う。私は
今、敢えて「知財」も大切だが「地財」の
再評価を� と呼びかけたい。それでは、
「地財（ちざい）」とは何か。「地財」とい
う視点は、ある特定の地域や産業・業界、
さらには一私企業の中に眠っている技術や
ノウハウを見直し、社会的・経済的課題解
決のための隠れた財産として掘り起こすこ
とを意味している。広く一般的になってい
る考え方やモノの使い方ではなく、その地
域独自、その業界独自、その企業独自のも
のの見方とは何か、そしてそれを多様性に
満ちた空間に開放する視点とは何かを追究
するものである。ローカルな視点、局所的
な視点にこそ、興味深い点が存在する。し

かし、この言葉は新しく
登場したばかりで、まだ
湯気がたっている。今や
っと始まったテーマであ
り、これからその内容を
深め、対象を探り、鍛え
上げられるために、多く
の人の本格的な研究・活
用への取り組みを待って
いる。

かつて日本というこの小さな極東の島国
におけるモノづくりの驚異的な進展は世界
中の注目を浴び、「モノづくりニッポン」と
呼ばれて賞賛された。世界の中での日本の
産業の存在価値は、細部にまで心配りがな
された優れたモノづくりの能力の発揮によ
って端的に示されていたと言える。
社会学からの視点、特に私の研究分野で
ある日本企業のモノづくりに即して言え
ば、日本における中小企業のあり方、中小
企業におけるモノづくりのあり方について
調べることは、日本経済全体の真の活性化
について考えることに通じている。
現在の日本の中小企業はさまざまな課題
を抱えている。特に、フリーターやニート
等の若年労働者の問題や後継者不足という
問題で経営者は将来についてネガティブな
論理に陥っている。さらに、中国の脅威や
東アジアの台頭によって日本の中小企業が
沈没していくという現実に直面しながら
も、自らの行動の基本となるモノづくりと
いうものの捕らえ方に根本的な誤解を持っ
たまま今に至っている。
行政も経営者も皆、とにかくモノづくり
をしなければいけない、より良いモノをつ
くらなければならないという義務感が強
く、言わばモノづくりの呪縛にかられて、
柔軟に対処することができていない。困難
に直面した時に、解決のためのいろいろな
道があるということが分からなくなってい

る。そうしたことに対する感度のいいアン
テナがなくなっており、どのようにアンテ
ナを磨いてやればいいかが分からないので
ある。
モノづくりにおける変革の要点は、「モ

ノ」から「コト」へ移行するモノづくりの
新たな視点、新たなプロセスを理解し、実
践することにある。つくり上げる「モノ」
そのものに執着せず、どういう「コト」が
できるのかに焦点を合わせた発想こそ求め
られているのである。そうした視点で、自
らの周辺、足元を見直してみれば、まだま
だ沢山の見えない財産が埋もれており、手
付かずの鉱脈がひっそりと眠っているはず
だ。
「地財」の在り処・在り様は多様多彩

で、その探り方にも工夫を要するが、自分
の手でしか掘り起こせないものであること
だけは、はっきりとしている。自らの手で
掘り起こす、自分だけが持つノウハウはか
けがえのない財産であるということに注意
を払うべきであり、掘り起こすというその
こと自体が、「知」の活用を超えて遥かに大
きな実りをもたらす作業なのである。
こうした「地財」探求の面白さは、衰退
するモノの中に復活の芽を見出す興奮と、
見慣れたモノが新しいコトに変化する驚き
と、なによりも新鮮な発見の現場に立ち会
う喜びにある。

（社会学部教授）

大西 正曹
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昨
年
十
二
月
十
七
日
に
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
１００
周
年
記
念

会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
対
話
と
共
同
―

そ
の
課
題
と
可
能
性

―
」
を
テ
ー
マ
に
、

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
盛
況
裏
に
開

催
さ
れ
た
。
六
百
人

を
超
え
る
聴
衆
の
中

に
は
、
多
数
の
一
般

市
民
、
本
学
学
生
・

院
生
、
学
内
教
職
員

等
の
本
学
関
係
者
を

は
じ
め
、
高
校
教
員

や
今
春
政
策
創
造
学

部
に
一
期
生
と
し
て

入
学
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
現
役
高

校
生
他
も
含
ま
れ
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
な
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地

球
市
民
の
育
成
を
め
ざ
す
新
学

部
の
精
神
を
生
か
す
べ
く
、
日

米
両
国
の
国
際
関
係
・
政
策
立

案
に
お
け
る
第
一
人
者
を
招

き
、
多
面
的
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
教
授

で
、
本
学
客
員
教
授
に
就
任
予

定
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

氏
、
国
際
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
岡
本
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表
）

の
岡
本
行
夫
氏
、
政
策
創
造
学

部
教
授
就
任
予
定
者
で
、
政
府

の
「
教
育
再
生
会
議
」
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
る
白
石
真
澄
氏
の
三

氏
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
先
立
っ
た
二
つ
の
基
調

講
演
を
基
に
、
安
武
真
隆
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
政
策
創
造
学

部
教
授
就
任
予
定
者
）
に
よ
る

論
点
整
理
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

フ
ク
ヤ
マ
氏
の
基
調
講
演
で

は
、「
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障

に
向
け
た
新
し
い
多
国
間
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
題
し
て
、
同
氏
の

著
書
で
あ
る
『
ア
メ
リ
カ
の
終

わ
り
（A

m
erica

at
th
e

C
rossroads

）』
の
内
容
に

即
し
た
英
語
（
同
時
通
訳
付

き
）
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
岡
本
氏
の
講
演
で
は
、

「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
新
し
い

関
係
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
日

中
関
係
を
焦
点
と
す
る
、
二
十

一
世
紀
日
本
外
交
の
基
本
戦
略

が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
日
本

（
政
府
や
市
民
一
人
ひ
と
り
）

が
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
対
話

と
共
同
」
の
可
能
性
を
探
る
に

あ
た
っ
て
い
か
な
る
視
座
を
必

要
と
す
る
の
か
、
克
服
す
べ
き

障
害
と
は
何
か
、
な
ど
に
つ
い

て
、
若
い
世
代
や
一
般
市
民
を

意
識
し
た
、
か
つ
、
中
長
期
的

視
座
に
立
脚
し
た
提
言
が
示
さ

れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ

り
、
広
く
社
会
一
般
お
よ
び
本

学
政
策
創
造
学
部
に
大
い
な
る

期
待
を
寄
せ
て
い
る
関
係
者

に
、
新
学
部
の
理
念
と
目
的
の

認
識
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

（
政
策
創
造
学
部

設
置
準
備
事
務
室
）

商
学
部
創
設
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
昨
年
実
施
し
た
商
学

部
主
催
の
関
西
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
）「
学
生
の
力
」
が
継
続
行
事

と
な
り
、
来
年
度
も
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
２
０
０
７
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
壁
は
自
分
の
中
に
あ

る
。
ひ
ら
め
い
た
ら
、
Ｋ
Ｕ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
。」
協
賛
企
業
六
社
、
後
援

団
体
五
団
体
の
温
か
い
支
援
を

受
け
て
全
国
の
高
校
生
、
大
学

生
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募

集
し
て
い
る
。

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
７
に
は

二
つ
の
部
門
が
あ
る
。
自
由
応

募
部
門
は
独
自
の
発
想
で
プ
ラ

ン
を
応
募
す
る
部
門
、
テ
ー
マ

部
門
は
企
業
が
提
示
し
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
応
募
す
る
部
門
で

あ
る
。
今
年
の
協
賛
企
業
は
江

崎
グ
リ
コ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
関

西
、
カ
ル
ビ
ー
、
サ
ン
ト
リ

ー
、
フ
ェ
リ
シ
モ
、
マ
ン
ダ
ム

の
六
社
で
計
四
十
四
の
テ
ー
マ

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ

部
門
は
通
常
審
査
と
並
行
し
て

企
業
に
よ
る
審
査
も
行
わ
れ
、

優
秀
プ
ラ
ン
に
は
各
企
業
か
ら

企
業
賞
が
贈
ら
れ
る
。

こ
の
二
部
門
に
応
募
さ
れ
た

全
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
学
校

名
、
応
募
者
名
を
伏
せ
た
ダ
ブ

ル
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
レ
ビ
ュ
ー

（
双
方
向
目
隠
し
）
方
式
で
第

一
次
・
第
二
次
書
類
選
考
が
行

わ
れ
、
優
秀
な
プ
ラ
ン
に
選
ば

れ
た
応
募
者
は
六
月
三
十
日

（
土
）
に
第
二
学
舎
四
号
館
Ｂ

Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
開
催
さ
れ
る

本
選
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
す
る
。
優
勝
賞
金
は

大
学
の
部
二
十
万
円
、
高
校
の

部
十
万
円
。
応
募
締
切
は
二
月

二
十
八
日
（
水
）
必
着
。
本
学

全
学
部
か
ら
の
応
募
を
歓
迎
。

詳
細
は
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
７

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���k
ubic�

k
an
dai.com

�

）

を
参
照
。

（
商
学
部
）

昨
年
十
二
月
十
八
日
、
学
生

セ
ン
タ
ー
主
催
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の

行
事
は
本
学
の
学
生
、
教
職
員

を
対
象
と
し
た
課
外
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
二
十
回
目
を
迎
え

る
。参

加
者
は
、
学
生
十
七
人
、

教
職
員
十
一
人
の
合
計
二
十
八

人
で
あ
っ
た
。
今
回
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
京
都
府
亀

岡
市
に
あ
る
「
財
団
法
人
関
西

盲
導
犬
協
会

盲
導
犬
総
合
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
た
。

現
地
で
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
講
演
会
、
ビ
デ
オ

上
映
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

盲
導
犬
の
訓
練
の
様
子
も
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

映
画
監
督
で
本
学
客
員
教
授

の
山
田
洋
次
氏
の
特
別
講
義

が
、
昨
年
十
二
月
四
日
に
行
わ

れ
た
。

山
田
洋
次
監
督
作
品
「
武
士

の
一
分
」
公
開
直
後
の
多
忙
な

中
、
超
満
員
の
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大

ホ
ー
ル
で
「
撮
影
現
場
が
大
学

だ
っ
た
」
と
題
し
て
、
映
像
表

現
と
は
何
か
、
映
画
制
作
と
は

何
か
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

ホ
ー
ル
は
立
錐
の
余
地
も
な
い

ほ
ど
の
超
満
員
と
な
り
、
山
田

監
督
の
静
か
な
語
り
口
な
が
ら

も
情
熱
溢
れ
る
内
容
に
、
学
生

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

後
半
の
質
疑
の
時
間
に
も
、
学

生
た
ち
は
熱
心
に
質
問
を
ぶ
つ

け
、
そ
し
て
監
督
も
静
か
に
沈

黙
し
考
え
、
少
し
間
を
置
い
て

答
え
る
。
講
義
内
容
ば
か
り
で

な
く
、
大
監
督
の
そ
の
真
摯
な

態
度
に
受
講
し
た
学
生
は
感
動

し
た
よ
う
だ
。

一
時
間
半
の
講
義
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
山
田
監
督

が
、「
私
自
身
は
、
あ
と
一
時
間

延
長
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と

語
る
ほ
ど
会
場
全
体
が
熱
気
に

包
ま
れ
た
特
別
講
義
と
な
っ

た
。監

督
か
ら
学
生
へ
の
伝
言
。

「
た
っ
た
一
本
だ
け
映
画
を
見

る
と
す
れ
ば
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

の
『
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
』
を
見
よ

う
。」

（
社
会
学
部
長

黒
田

勇
）

●
関
西
大
学
工
学
部
が
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
大
学
石
油
・
石
油
化

学
研
究
科
と
国
際
交
流
計
画
に

関
す
る
基
本
協
定
お
よ
び
大
学

院
学
生
交
換
に
関
す
る
協
定
を

締
結本

学
工
学
部
と
タ
イ
の
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
石
油
・
石
油

化
学
研
究
科
と
の
間
で
、
国
際

交
流
計
画
に
関
す
る
基
本
協
定

お
よ
び
大
学
院
学
生
交
換
に
関

す
る
協
定
を
締
結
す
る
。
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
は
、
一
九
一

七
年
に
創
立
さ
れ
た
タ
イ
最
古

の
大
学
で
あ
り
、
タ
イ
の
最
高

学
府
で
あ
る
。
大
学
へ
の
入
学

は
国
家
試
験
で
決
ま
り
、
卒
業

式
は
国
王
に
よ
っ
て
主
催
さ

れ
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
証
書

が
手
渡
さ
れ
る
。
近
代
的
な
実

験
室
や
設
備
が
充
実
し
て
お

り
、
特
に
中
央
図
書
館
は
蔵
書

数
百
万
冊
以
上
を
誇
っ
て
い

る
。

●
申
込
者
を
対
象
に
総
合
図
書

館
を
一
般
開
放

本
学
は
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
（
七
月
お
よ
び

一
月
は
利
用
不
可
）、
先
着
百
人

の
申
込
者
に
対
し
て
総
合
図
書

館
を
一
般
開
放
す
る
。
申
込
資

格
は
、
吹
田
市
在
住
か
つ
満
二

十
三
歳
以
上
で
本
学
総
合
図
書

館
に
お
い
て
学
習
、調
査
、研
究

を
行
う
者
と
し
、
原
則
と
し
て

他
大
学
の
学
生
な
ら
び
に
教
職

員
は
除
く
。サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

図
書
の
貸
出
冊
数
五
冊
以
内
、

貸
出
期
間
は
二
週
間
以
内
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
は
で
き
な
い
。
料
金

は
登
録
料
と
し
て
六
千
円
を
徴

収
す
る
。申
込
受
付
期
間
は
、二

月
十
七
日
（
土
）
か
ら
三
月
十

日
（
土
）
ま
で
。

●
第
二
十
三
回
織
田
作
之
助
賞

受
賞
作
発
表

一
月
九
日
、
本
学
が
運
営
に

参
画
す
る
大
阪
ゆ
か
り
の
文
学

賞
「
織
田
作
之
助
賞
」
受
賞
作

品
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
同
賞

は
、
大
阪
生
ま
れ
の
作
家
で
、

小
説
の
み
な
ら
ず
評
論
活
動
で

も
活
躍
し
て
日
本
文
学
に
一
時

期
を
画
し
た
織
田
作
之
助
を
顕

彰
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

主
催
は
大
阪
文
学
振
興
会
、
毎

日
新
聞
社
、
関
西
大
学
の
三

者
。
応
募
は
、
小
説
や
エ
ッ
セ

ー
な
ど
の
散
文
の
文
学
作
品

か
、
文
学
、
歴
史
、
芸
術
に
か

か
わ
る
評
論
・
評
伝
な
ど
で
、

関
西
（
近
畿
二
府
四
県
）
に
か

か
わ
り
が
あ
る
単
行
本
を
対
象

と
す
る
大
賞
と
、
織
田
作
之
助

が
最
初
の
小
説
を
発
表
し
た
二

十
四
歳
ま
で
の
若
手
に
よ
る
短

編
小
説
を
対
象
と
す
る
青
春
賞

の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
た
。
大

賞
に
二
作
品
、
青
春
賞
の
佳
作

に
二
編
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、

青
春
賞
は
該
当
な
し
と
な
っ

た
。

◆
法
学
部

昨
年
十
二
月
七
日
に
第
四
回

「
憲
法
関
関
戦
」
を
実
施
し

た
。
主
催
は
法
学
部
憲
法
研
究

会
。
結
果
は
本
学
が
勝
利
し
、

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。「
憲
法
関

関
戦
」
と
は
、
本
学
法
学
部
憲

法
ゼ
ミ
と
関
西
学
院
大
学
法
学

部
ゼ
ミ
の
有
志
で
毎
年
繰
り
広

げ
ら
れ
る
討
論
会
の
こ
と
で
、

隔
年
で
本
学
と
関
西
学
院
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い

る
。

間

登
志
夫
（
は
ざ
ま
・
と

し
お
�
名
誉
教

授
・
元
法
学
部

教
授
）

平
成
十
八
年

十
二
月
七
日
十
五
時
四
十
六
分

に
死
去
。
七
十
七
歳
。
昭
和
三

十
三
年
三
月
本
学
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
。
昭
和
三
十
二
年
四
月

本
学
法
学
部
着
任
。
昭
和
四
十

五
年
四
月
に
教
授
。
平
成
十
二

年
三
月
定
年
退
職
。
平
成
十
二

年
四
月
名
誉
教
授
。
専
門
は
政

党
論
・
政
治
意
識
論
。

原

英
次
（
は
ら
・
ひ
で
つ

ぐ
�
名
誉
教
授

・
元
法
学
部
教

授
）平

成
十
八
年

十
二
月
十
四
日
十
三
時
十
分
に

死
去
。
八
十
歳
。
本
学
大
学
院

法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

昭
和
二
十
七
年
七
月
本
学
法
学

部
着
任
。
昭
和
三
十
九
年
四
月

に
教
授
。
法
学
部
長
、
経
済
・

政
治
研
究
所
長
を
歴
任
。
平
成

九
年
三
月
定
年
退
職
。
平
成
九

年
四
月
名
誉
教
授
。
専
門
は
政

治
学
史
。

合計

９，１７１
（７，２６０）
１３，６８１
（１２，２９２）
１０，４４３
（９，５６６）
１１，０９４
（９，９５６）
１２，２１０
（９，９１２）

５，８０１

５，４９４
（５，６０５）
７，９９２
（―）
４，８１９
（―）
４，４２６
（―）
８５，１３１
（６７，５７７）

センター
利用入試
�前期�
１，５６６

（１，１０７）
３，１１１

（３，０４５）
２，１７１

（１，６３８）
１，８１７

（１，６１５）
２，７２７

（２，０１６）

１，１３３

１，２３１
（１，０３３）
１，７１９
（―）
１，１０６
（―）
１，１８３
（―）
１７，７６４
（１３，６２６）

一般入試（Ａ・Ｓ・Ｓ２・Ｅ・Ｄ日程）試験地別志願者数
合計
７，６０５

（６，１５３）
１０，５７０
（９，２４７）
８，２７２

（７，９２８）
９，２７７

（８，３４１）
９，４８３

（７，８９６）

４，６６８

４，２６３
（４，５７２）
６，２７３
（―）
３，７１３
（―）
３，２４３
（―）
６７，３６７
（５３，９５１）

福岡

１４１

１１８

１１３

１０９

１３３

４１

５３

７８

５８

６０

９０４

小倉

６８

６４

６８

７０

５２

２３

２４

４６

２０

３４

４６９

松山

７２

１０２

１１０

６６

８９

３３

２７

８８

４４

３７

６６８

高松

１５５

１５３

１９１

１８３

１８１

４１

６４

９０

７０

５３

１，１８１

徳島

５２

５８

４２

４０

５９

１９

３７

２７

１４

１８

３６６

広島

２５６

２９１

２４２

２４３

２５９

７２

１１３

２３１

１３７

１０２

１，９４６

岡山

１９１

２２３

２２１

１３７

１６６

６１

６０

１９７

１２０

９５

１，４７１

松江

２３

４７

２３

１２

２８

４

７

３４

２０

２４

２２２

姫路

１９３

２８２

２０２

２３２

１８７

１０２

１１１

２４６

１２４

１１５

１，７９４

神戸

７７６

９８０

７９６

１，０６４

９３１

５４１

４２５

６４７

３９８

２７９

６，８３７

和歌山

３５７

５５８

４４８

３８７

３２２

２２１

２０４

２０３

１４２

１４３

２，９８５

京都

５４０

６５５

６２４

７１２

７５３

３２８

４０３

３９９

２７２

２６７

４，９５３

滋賀

１０２

１３６

１５６

２００

１２３

６３

７０

７５

４４

３８

１，００７

津

５０

８３

３５

２８

８４

２３

３３

６３

２１

３０

４５０

名古屋

２６７

２６４

２００

２０１

２５１

１００

１１３

４１０

３０２

１７８

２，２８６

浜松

７２

８１

４６

４３

９１

２３

２６

５２

３２

３０

４９６

金沢

９５

１８９

２１８

１４７

１５５

３８

４５

１５３

９５

７８

１，２１３

東京

１４６

１２９

８５

９１

１２６

５７

６２

４５

６２

３０

８３３

仙台

５

７

４

５

４

３

４

２

０

１

３５

札幌

１５

１０

６

９

１９

０

３

２

１

０

６５

大阪

４，０２９

６，１４０

４，４４２

５，２９８

５，４７０

２，８７５

２，３７９

３，１８５

１，７３７

１，６３１

３７，１８６

法

文

経済

商

社会

政策
創造
総合
情報
システム
理工
環境
都市工
化学
生命工

合計

２００７年度 関西大学 入 学 試 験 志 願 者 数

＊上記は、一般入試（Ａ・Ｓ・Ｓ２・Ｅ・Ｄ日程）、センター利用入試（前期）の志願者数です。一般入試（後期Ｂ日程）およびセンター利用入試（中期・後期）の志願者数は含まれていません。
＊（ ）内の数は昨年度の志願者数です。（ ）の合計欄には昨年度の工学部の志願者数（一般入試Ａ・Ｓ日程：９，８１４名、センター利用入試前期：３，１７２名）を含んでいます。
＊政策創造・システム理工・環境都市工・化学生命工学部は２００７年４月に開設します。

訃

報

政政
策策
創創
造造
学学
部部
開開
設設
記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

地
球
市
民
育
成
に
強
い
関
心

�一般入試A・S・S２・Ｅ・Ｄ日程およびセンター利用入試（前期）�

山
田
洋
次
客
員
教
授

特
別
講
義

互
い
の
熱
が
会
場
で
交
差

二
つ
の
部
門
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
中

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
７
開
催

盲導犬訓練
センター訪問

フィールドワーク

（２）平成１９年（２００７年）２月１日第 ３４１ 号
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ひひひひひひひ
ららららららら
めめめめめめめ
ききききききき
☆☆☆☆☆☆☆
ととととととと
ききききききき
めめめめめめめ
ききききききき
サササササササ
イイイイイイイ
エエエエエエエ
ンンンンンンン
ススススススス

ひひひひひひひひひひひひひひ
らららららららららららららら
めめめめめめめめめめめめめめ
きききききききききききききき
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
とととととととととととととと
きききききききききききききき
めめめめめめめめめめめめめめ
きききききききききききききき
ササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイ
エエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンン
スススススススススススススス

博
物
館
実
習
展
開
く
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大好評!!300人参加�

科
学
研
究
費
補
助
金
の
研
究

成
果
を
中
学
・
高
校
生
に
、
わ

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
二

十
五
日
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、「
話
し
合
い
と
協
力
で

世
界
が
結
ば
れ
る
〜
異
な
る
文

化
を
理
解
し
よ
う
」（
担
当
者
�

久
保
田
賢
一
総
合
情
報
学
部
教

授
）
が
実
施
さ
れ
、
近
畿
各
府

県
か
ら
、
十
九
人
の
中
学
・
高

校
生
、
三
人
の
教
員
が
参
加
し

た
。午

前
中
は
、
参
加
者
を
三
つ

の
文
化
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

「
バ
フ
ァ
バ
フ
ァ
」
と
い
う
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
異
文
化
を
擬

似
体
験
し
た
。
午
後
は
、
中
国

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
と
の

テ
レ
ビ
会
議
交
流
、
ア
ラ
ブ
の

お
茶
や
お
菓
子
の
試
食
、
民
族

衣
装
の
試
着
、
グ
ル
ー
プ
で
の

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
異

文
化
を
体
験
し
、
自
分
た
ち
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
や
生
活
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
見
つ
め

な
お
す
機
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
年
度
は
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
、
七
月
三
十

日
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
の
最
前
線
」（
芝
田

隼
次
工
学
部
教
授
）、
八
月
四
日

に
は
「
立
体
感
に
よ
っ
て
視
覚

の
仕
組
み
を
知
ろ
う
」（
林
武
文

総
合
情
報
学
部
教
授
）
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。（

研
究
支
援
課
）

こ
の
ほ
ど
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
大
学
と
基
本
協
定
、
学
生
交

換
協
定
お
よ
び
研
究
者
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
昨

年
十
二
月
十
日
に
河
田
悌
一
学

長
、
カ
イ
ト
由
利
子
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
所
長
、
吹
田
浩
文
学

部
教
授
、
小
西
靖
洋
大
学
本
部

長
が
同
大
学
を
訪
問
し
、
調
印

式
を
行
っ
た
。
カ
イ
ロ
大
学

は
、
本
学
に
と
っ
て
三
十
四
番

目
の
協
定
大
学
と
な
り
、
ア
フ

リ
カ
の
大
学
と

し
て
は
初
め
て

と
な
る
。

エ
ジ
プ
ト
・

ギ
ザ
市
に
位
置
す
る
カ
イ
ロ
大

学
は
ナ
イ
ル
川
を
挟
ん
で
両
岸

に
広
が
り
、
一
九
〇
八
年
、
宗

教
教
育
の
最
高
学
府
で
あ
る
ア

ズ
ハ
ル
学
院
に
対
す
る
世
俗
教

育
の
総
合
大
学
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
当
初
か
ら
、
自
由
な
学

風
を
特
色
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸

国
や
イ
ス
ラ
ム
教
国
ば
か
り
で

は
な
く
、
世
界
各
国
と
の
交
流

を
進
め
、
開
明
的
で
、
国
際
的

な
大
学
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
大
学

の
重
要
性
は
、
エ
ジ
プ
ト
が
ア

フ
リ
カ
・
中
東
の
拠
点
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
同
大
学
文
学
部

日
本
語
学
科
は
三
十
年
余
の
歴

史
を
持
ち
、
エ
ジ
プ
ト
の
み
な

ら
ず
ア
ラ
ブ
、
中
東
に
お
け
る

日
本
語
お
よ
び
日
本
研
究
の
拠

点
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
学
部

学
生
十
五
万
五
千
人
、
教
授
約

三
千
二
百
人
、
講
師
・
実
験
助

手
等
約
二
千
四
百
人
を
擁
し
て

い
る
。

同
大
学
と
の
学
生
交
換
協
定

に
よ
り
、
毎
年
二
人
枠
で
交
換

を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
大

学
で
の
授
業
料
は
、
本
学
に
納

入
し
た
学
費
を
も
っ
て
充
当
さ

れ
、
派
遣
留
学
生
の
た
め
の
給

付
奨
学
金
制
度
も
あ
る
。

ま
た
、
中
国
の
北
京
外
国
語

大
学
と
も
基
本
協
定
を
締
結

し
、
本
学
に
と
っ
て
三
十
六
番

目
の
協
定
大
学
と
な
っ
た
。
中

国
国
内
の
協
定
大
学
は
、
す
で

に
協
定
を
結
ん
で
い
る
東
北
大

学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
、

遼
寧
大
学
、
香
港
中
文
大
学
に

続
き
六
校
目
と
な
る
。

北
京
外
国
語
大
学
は
、
一
九

四
一
年
、
中
国
で
外
国
語
を
専

門
に
扱
う
高
等
教
育
機
関
と
し

て
最
初
に
設
立
さ
れ
、
中
国
文

部
省
直
轄
の
主
要
な
大
学
で
あ

る
。
北
京
市
の
海
淀
区
に
位
置

し
、
近
く
に
は
北
京
大
学
を
は

じ
め
い
く
つ
も
の
大
学
が
点
在

す
る
文
教
地
区
に
あ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
面
積
は
三
十
万
平
方

�
で
あ
る
。
日
本
語
、
英
語
を

は
じ
め
と
す
る
八
つ
の
外
国
語

学
部
で
は
、
三
十
三
種
類
に
わ

た
る
世
界
の
言
語
を
教
え
て
お

り
、
学
習
で
き
る
外
国
語
の
多

様
さ
は
中
国
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
語
学
大
学
と
し
て
、
教
授
約

五
百
五
十
人
、
学
生
約
六
千
九

百
人
、
う
ち
、
留
学
生
約
九
百

人
を
擁
し
て
い
る
。
同
大
学
と

は
、
引
き
続
き
学
生
交
換
協
定

の
締
結
に
向
け
て
交
渉
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
す
で
に

三
年
前
か
ら
、
サ
イ
バ
ー
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
、
北
京
外
国
語
大
学
の

教
授
に
よ
る
本
学
学
生
に
対
す

る
遠
隔
授
業
が
以
文
館
に
て
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
協
定
締

結
を
き
っ
か
け
に
両
大
学
の
交

流
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

カイロ大学�と調印式�

スタッフの説明に耳を傾ける
中学・高校生たち

平
成
十
八
年
度
博
物
館
実
習

展
を
昨
年
十
一
月
二
十
七
日
か

ら
十
二
月
一
日
ま
で
、
関
西
大

学
博
物
館
第
二
展
示
室
で
開
催

し
た
。

今
年
度
は
、
本
学
図
書
館
が

所
蔵
す
る
貴
重
な
「
ち
り
め
ん

本
」
な
ど
を
展
示
し
た
「
絵
入

本
の
世
界
―
読
む
楽
し
み
と
見

る
喜
び
―
」、
吹
田
に
あ
っ
た
人

形
芝
居
小
屋
の
あ
ゆ
み
を
た
ど

る
「
す
い
た
・
出
口
座
の
キ
ヲ

ク
」、
明
治
期
の
引
き
札
（
ち
ら

し
広
告
）
な
ど
大
阪
の
広
告
を

集
め
た
「
お
お
さ
か
広
告
物

語
」、
牛
乳
キ
ャ
ッ
プ
約
七
百
種

類
を
集
め
郷
愁
を
そ
そ
る
「
牛

乳
キ
ャ
ッ
プ
展
―
キ
ャ
ッ
プ
の

小
さ
な
気
配
り
―
」、
異
な
る
二

つ
の
環
境
で
生
息
す
る
貝
類
を

展
示
し
た
自
然
科
学
系
の
「
自

然
の
造
形
美
―
琵
琶
湖
・
淀
川

水
系
と
深
海
の
貝
類
―
」
な
ど

五
つ
の
企
画
で
あ
っ
た
。

博
物
館
学
課
程
の
う
ち
「
博

物
館
実
習
」
を
履
修
し
て
い
る

学
生
が
、
資
料
の
借
用
か
ら
返

却
ま
で
、
展
示
を
含
む
す
べ
て

を
自
ら
で
企
画
、
運
営
し
た
。

博
物
館
の
学
芸
員
を
め
ざ
す
彼

ら
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
図
録
な
ど

の
作
成
や
来
館
者
へ
の
説
明
に

も
力
を
入
れ
る
。
毎
年
秋
に
開

催
し
て
い
る
。
五
日
間
の
入
館

者
数
は
三
百
二
十
八
人
。

（
博
物
館
事
務
室
）

こ
の
春
学
期
、
新
た
に
リ
レ

ー
講
義
方
式
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
「
笑
い
の
総
合
科
学
を
め

ざ
し
て
」
（
テ
ー
マ
ス
タ
デ

ィ
）
の
講
師
陣
を
招
き
、
十
二

月
三
日
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ヒ
ト
は
な
ぜ
笑
う
の
か
」（
協

賛
・
吉
本
興
業
）
を
開
催
し

た
。
井
上
宏
名
誉
教
授
、
森
下

伸
也
金
城
学
院
大
学
教
授
、
コ

ン
ト
作
家
の
藤
田
曜
氏
、
ア
ト

ピ
ー
を
笑
い
で
治
す
木
俣
肇
医

師
、
筑
波
大
大
学
院
で
脳
科
学

を
専
攻
す
る
野
澤
孝
司
氏
、
関

屋
俊
彦
文
学
部
教
授
、
雨
宮
俊

彦
社
会
学
部
教
授
を
迎
え
て
、

七
時
間
に
お
よ
ぶ
熱
い
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
か

ら
社
会
学
研
究
科
に
留
学
中
の

テ
ィ
ル
・
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
ナ
ー

さ
ん
が
「
い
と
し
・
こ
い
し
」

の
漫
才
を
分
析
、『
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
』
の
島
田
洋
七
氏
が
飛

び
入
り
で
講
演
（
公
演
？
）、
大

好
評
を
博
し
た
。
最
後
に
、
参

加
者
一
同
で
大
笑
い
、
千
里
山

に
太
陽
神
を
迎
え
る
べ
く
「
天

の
岩
戸
開
き
」
の
儀
を
執
り
行

っ
た
。
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
「
関
大
笑
い
講
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
学
生
約
百
五

十
人
、
一
般
約
百
五
十
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

（
社
会
学
部
教
授

木
村
洋
二
）

５種の企画でにぎわう関西大学
博物館第２展示室

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
学
舎
四
号

館
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
お
よ
び
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
院
棟
Ｔ
Ｄ

１０６
教
室
（
同
時
中
継
）
に
お
い

て
、「
み
ん
な
の
Ｆ
Ｄ
―
授
業
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
現
状
と
展
望

―
」
と
題
し
、
第
十
二
回
Ｆ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
教
育
職
員
、
事
務
職

員
、
学
生
あ
わ
せ
て
約
五
十
人

で
あ
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
池
内
裕
美
社

会
学
部
助
教
授
か
ら
、
本
学
の

Ｆ
Ｄ
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
現
状

報
告
を
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
の
変
遷
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

姿
勢
な
ど
学
生
の
視
点
や
意
見

な
ど
を
交
え
て
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
池
内
ゼ
ミ
の
学
生
二

人
か
ら
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
認
知

度
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に

対
す
る
学
生
意
識
お
よ
び
学
生

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
Ｆ
Ｄ
活
動

の
模
索
な
ど
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
に
向
け
て
学
生
数
人
で
実

施
し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。

第
二
部
で
は
、
第
一
部
の
内

容
を
受
け
、「
授
業
評
価
ア
ン
ケ

ー
ト
の
取
組
の
将
来
展
望
―
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
Ｆ
Ｄ
活
動
へ
」

と
題
し
、三
浦
真
琴
静
岡
大
学
大

学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
を
迎

え
、
先
進
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
、
本

学
の
Ｆ
Ｄ
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ

る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
主
旨
と
学
生
の
考
え
方
や
思

い
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
今
後
の

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
向

性
が
示
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

平
成
十
八
年
度
教
職
課
程
・

教
員
養
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
昨

年
十
二
月
九
日
、
本
学
出
身
の

現
職
教
員
（
公
立
小
・
中
学

校
）
二
人
、
大
阪
府
教
育
委
員

会
の
角
野
、
樋
口
両
指
導
主

事
、
採
用
試
験
合
格
者
の
代
表

六
人
を
迎
え
て
、「
私
の
目
指
す

教
師
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

教
員
資
質
・
力
量
の
向
上
が

厳
し
く
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ

っ
て
、
学
校
現
場
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ィ
レ
ン
マ
の
中

で
、
全
身
を
か
け
て
格
闘
す
る

教
師
の
実
践
や
、「
な
ぜ
教
師

か
」
と
い
う
反
問
と
省
察
を
く

ぐ
り
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
二

人
の
若
い
教
師
の
熱
意
と
喜
び

が
生
々
し
く
語
ら
れ
、
参
加
者

全
員
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

ま
た
、
合
格
し
た
学
生
達
の

初
心
、
抱
負
が
、
自
ら
の
言
葉

で
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が

ら
紹
介
さ
れ
た
。
指
導
主
事
の

両
氏
は
、
子
ど
も
の
声
を
「
傾

聴
」
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
関
西
大
学

と
い
う
総
合
大
学
の
も
つ
教
育

力
に
言
及
し
、
そ
れ
が
育
て
た

合
格
者
た
ち
の
輝
き
に
敬
意
を

表
し
た
。
当
日
、
秀
麗
会
（
本

学
出
身
教
師
の
会
）
会
長
の
早

苗
良
雄
氏
も
参
加
し
、
後
輩
た

ち
を
励
ま
し
た
。

教
師
の
成
長
、
そ
の
専
門
性

の
開
発
と
い
う
課
題
が
、
文
字

ど
お
り
協
同
の
営
み
と
し
て
追

及
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ

た
。
（
全
学
共
通
教
育
推
進
機

構

免
許
・
資
格
部
門
委
員
長

玉
田

勝
郎
）

本
学
と
活
字
文
化
推
進
会
議

の
共
同
授
業
「
読
書
教
養
講

座
」
の
第
二
回
公
開
授
業
が
、

昨
年
十
二
月
一
日
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
第
一
学
舎
二
号
館
Ｂ

２０１
教
室
で
開
講
さ
れ
た
。
当
日
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A メールはコンピュータネットワーク上に実現さ
れた郵便システムのようなものですので、メー

ル送信の流れも実際の郵便システムと良く似ていま
す。まず送信者は相手メールアドレス（氏名と住所）
を指定してメール本体を送信側メールサーバ（差出人近くの郵便局）に送
信します。送信側メールサーバは宛先アドレスのドメイン部（住所）から
受信側メールサーバ（受取人近くの郵便局）を検索し、メールを送信しま
す。受信側メールサーバーはそのメールアドレスに含まれているユーザー
部（氏名）を調べ、該当ユーザーのメールボックス（郵便受け）にメール
を蓄えます。そして相手はメールボックスからそれらを取り出すことでメ
ールを受け取ることができるのです。（工学部助教授 梶川 嘉延）

A 世界の言語情報を集めたEthnologueによると、
現在確認できている言語数は6912だそうです。

以前から、およそ7000前後だろうと言われていました
から、妥当な数字でしょう。ただ、どこまでを単一言語
の「方言」とみなすか、研究者により意見の分かれるところで、正確な
数は特定しがたいというのが実情なのです。なお、世界中には絶滅の危
機に瀕した(endangered)言語がたくさんあり、調査の過程で話し手が
いなくなり絶滅した(extinct)言語もあります。言語も生き物と同じだと
言えそうです。 （外国語教育研究機構教授 山本 英一）

A 文学と一口に言っても、小説、随筆、評論、童話、戯
曲、詩、短歌、俳句、川柳などに分かれています。ま

た、小説でも、純文学、大衆文学、歴史小説、推理小説、ノ
ンフィクションなどさまざまなジャンルがあります。そのそ
れぞれに賞が設けられているので、必然的に多くなるわけで
す。その他、著名な故人作家名を冠した文学賞、雑誌社が独自に行っている賞、
地域の人びとの文学的関心を高めるために地域の名前を冠した賞などもありま
す。時代の変遷に伴い、年々文学賞は増加しているのです。

（文学部助教授 増田 周子）

A ずばり言えば先進国でダントツの働きすぎです。労働基
準法では、１週40時間、１日８時間を超えて労働させては

ならないと定められています。しかし、政府統計によれば、働
き盛りの男性は平均で１週50時間、１日10時間以上働いてい
ます。週35時間以上働く男性の４人に１人は、週60時間以上
働き、月80時間以上の残業をしています。厚生労働省は残業
が月平均80時間を超えると、過労死を発症する恐れが大きい
としています。ということは、多くの人が「死ぬほど」働いて

いるわけです。働く人の健康のために、
企業や労働組合と政府が一体となって
時短を進めることが望まれます。

（経済学部教授 森岡 孝二）

A いざというときのための保険金が支払われなかったの
は、保険という商品の分かりにくさが大きな原因です。

さらに、本来ならば保険金を支払わなければならない場合
でも、契約時に法令違反があるなどの理由をつけて保険会
社は意図的に支払いを拒否しました。また、商品開発競争
が進み、社内のシステム対応が十分に追いついていなかっ
たことも保険金不払いの原因として考えられます。この問

題の背景には保険会社の不当な利
益追求の姿勢があります。保険会
社が顧客の立場に立っていたら、
このような問題は発生していなか
ったでしょう。

（商学部助教授 徳常 泰之）

A 髪の毛、眉毛をきれいに整える。その日の気分に合わせ
て服の色を変えてみる…。わたしたちは、自分の身体や

身につける服にたえず気をつかって生活しています。程度の
差はあれ、みな「おしゃれ」をしているのです。同時にわた
したちは、周りの人の姿・存在も気にしています。このこと
は、ちょうど鏡に映しだすように、自分と他者を重ね合わせ
て見比べることに似ていないでしょうか。「おしゃれをする」
ことで、わたしたちはただ単に「着飾っている」のではなく、

他者の視線を意識して、自分というも
のを確認しているのです。

（文学部助教授 三村 尚彦）

A 読み方によります。メールサーバ上にある他人宛のメ
ールを第三者が無断で読むと、電気通信事業法または

有線電気通信法違反で処罰される可能性があります。しかし、
他人が自身のPCや通信端末にダウンロードし、保存したメ
ールを無断で読んでも、それだけでは犯罪とはなりません。
ただし、メールがサーバ上にある場合もPCや端末に保存さ
れている場合も、それを読むために、ネットワーク経由で他
人のIDやパスワードを盗用し、あるいはID、パスワードによ
るアクセス制限を破ってサーバや個人の端末にログインす
ると、不正アクセス禁止法違反の罪が成立し得ます。

（法学部教授 原 力三）

「どうして人はおしゃれをするの？」Q

「保険金の不払いはどうして起きたの？」Q

A 技術的には可能です。しかし、議員を選ぶ選挙などで、
このような方式を本格的に導入している国は、今のと

ころありません。票数の不正な操作などに対抗するための
セキュリティの点で、問題があるためです。ところで、自
宅のコンピュータなどからインターネットを使って投票が
できれば、これまで選挙に行かなかった人たちも投票する
ようになる可能性があります。このことは、選挙の結果や
政治のあり方にどのような影響をあたえるでしょうか。こ
れも重要な問題ですので、どうか考えてみてください。

（総合情報学部教授 岡本 哲和 ＜政策創造学部教授就任予定＞）

「日本人は本当に働きすぎなの？」Q

「他人のメールを無断で
読むと罪になるの？」Q

A 記憶の理論では、情報はまず短期記憶に保存され
ますが、短期記憶は、数十秒間ぐらいまた７±２

個程度のことしか覚えられない記憶です。もっと長い間
多くのことを覚えておくには、短期記憶の情報を反復し、
長期記憶にしっかり定着させることが必要です。長期記憶は、
何十年もの間、膨大な情報を保持しておく記憶です。また、睡
眠中には、覚えた情報を整理整頓し定着させる作業が脳の中で
行われます。つまり、覚えた後に寝ないでいるより、寝た方が
よく思い出せるのです。反復しないで睡眠をとらない徹夜の一
夜漬けの場合、長期記憶への情報の定着ができないので、すぐ
に忘れてしまうことになります。

（社会学部教授 関口理久子）

Q

A 1990年代の大ヒット曲続出現象は、CDの
普及、カラオケボックスの普及、タイアッ

プのシステムなどがあいまって成し遂げられた
ものです。団塊ジュニア世代がそれを支えてい
ました。他方、この間、大型レコード店の全国
的な出店、新しいタイプのＦＭ放送の展開によ
り、自分の耳で好きな音楽を選ぶ聞き手が育ち、
テレビやメジャーのレコード会社に頼らないイ
ンディーズからもヒット曲が出るようになりま

した。CDをよく買う若者の人口が減った上、ネット配信の利用
が増え、CDがよく売れるという意味での大ヒット曲は出にくく
なっているのです。

（社会学部教授 小川 博司）

「最近どうして大ヒット曲が
生まれないの？」Q

A 欧州の共通通貨ユーロは、2007年1月からスロベニ
アが利用を始め、13カ国で使われています。しかし、

みなさんは少し驚かれるかもしれませんが、イギリスは
ユーロを使っていません。その理由として、イギリスは
独自に貨幣量を決めて自国に都合のよい経済をめざした
いこと、イギリスの通貨ポンドはかつて世界的な通貨で
あり、それを廃止することにイギリス国民は抵抗感があ
ること、さらにユーロを利用しないことでイギリスはか

えってユーロ圏諸国向けの貿易を拡大でき
たこと、などが挙げられます。イギリスの
現政権はユーロ利用の是非を決める住民投
票の予定すらも決めていませんので、イギ
リスのユーロ利用はまだ先のようです。

（商学部教授 屋 定美）

A 倒産（破産）は、借金の返済が不可能にな
ることです。普通の企業の場合は、倒産に

よって生産活動が停止し、従業員もいなくなり
ます。地方公共団体も、企業の売上げに当たる
税収で借金を返せなくなる可能性はあります。
しかし、地方公共団体の提供する福祉や消防と
いった行政サービスは倒産したからといって翌
日からなくしてしまうわけにはいきません。そ
こで、国、地方公共団体で働く人、住民、そし

て貸し手がそれぞれに痛みを分け合って、行政サービスを維持し
ていく必要があるのです。

（経済学部教授 林 宏昭）

「地方公共団体が倒産するって
どういうこと？」Q

「文学賞ってどうして
あんなにたくさんあるの？」Q

A 毎回の衆議院新人当選者に占める二世議員の割合は多いとき
で30％近くになります。その大きな要因のひとつは、選挙活

動を支えるのが、しばしば、候補者個人の自前の組織、いわゆる
「後援会」だという事情にあります。組織づくりには莫大な労力と
資金が必要です。日本では、普通の会社員が選挙に出ようとすれば、

兼職や休職は難しく、たいてい退職しなけれ
ばなりません。落選すれば、再就職も大変だ
し、借金まみれの生活困窮者になるかもしれ
ません。普通の人にとって、選挙という市場
への参入障壁は高く、親から組織を引き継げ
る二世議員が多くなるのです。

（法学部教授 森本 哲郎）

「二世議員が多いのはなぜ？」Q

「ウエイトトレーニングを
すると体重が増えるの？」Q

A 答えは「yes」とも「no」とも言えます。ウエイ
トトレーニングは、人間の適応能力を利用して、
筋力や筋量を増やすことを目的とするものです。
筋肉に対して、普段の生活よりも強い負荷を与え
ることによって、筋肥大という身体の適応反応を
引き出そうとするわけです。しかし、そのために
は、規則正しいトレーニングに加えて、十分な栄
養の摂取と規則正しい休息（睡眠）が不可欠です。
きちんとした生活習慣を身につけなければ、トレ
ーニングをしていても疲れるばかりで体重が増え
ないことだってあり得るのです。

（文学部助教授 安田 忠典）

A 「おサイフケータイ」に代表されるように、携帯電話は、
生活のさまざまな場面で不可欠な道具にますますなって

いくでしょうが、同時に、今のようなデジカメやメールなど
の機能が進化した背景には若者文化の影響がきわめて大きい
という事実があります。「パソコンの父」と言われるアラン・
ケイはネットやコンピュータの未来はどうなるか聞かれると、

きまって「あなたの考えるとおりになる」
と答えますが、携帯電話も同じように
「あなたたち若者の考える通りになる」
もの。メディアの将来像は、私たちがど
ういう未来を思い描くかにかかっている
のです。

（総合情報学部助教授 岡田 朋之）

「携帯電話はどこまで進化するの？」Q

A 冷凍食品はいつまでも品質良く保存で
きていると考えていませんか？ 実際

には、そうではありません。冷凍食品の賞
味期限（または品質保持期限）は、保存温
度(-18℃)で、一定期間（２カ月または３カ
月毎）に品質評価（官能試験、衛生試験、
理化学試験＜酸化など＞）によって設定さ
れています。例えば、冷凍うどんは10～
12カ月、冷凍米飯類は12～15カ月、コロ

ッケ類は8～12カ月の賞味期限です。家庭の冷凍庫（-18℃以
下）であまり多く入れすぎると温度が上昇しますので、購入時
の品質が保たれるのは2～3カ月間と考えてよいでしょう。

（工学部助教授 河原 秀久）

「冷凍食品は何年くらい
保存できるの？」Q

「世界に言語は
どれくらいあるの？」Q

「イギリスはどうして
ユーロを使わないの？」

「裁判はテレビやラジオで
放送できないの？」

A 実は、憲法という国の基本法が、裁判の原則的公開を定
め、国民の傍聴の自由を認めています。しかしこれは、

司法権の公正な発動とそれへの国民の信頼を確保するための制
度です。被告人が無罪とされ得ることを考えれば、その名誉や
プライヴァシーを保護すること等も当然に必要ですので、一定
の報道制限が課されているのです。もっとも、国民や住民が国

や公共団体を相手取る訴訟に関しては、
裁判の公正が害されない限り、広く国民
の知る権利が満たされるよう、開廷場面
だけでなく口頭弁論や判決の場面につい
ても、中継報道が認められるべきである、
と私は考えています。

（法学部教授 田 栄司）

A 65億の世界人口が年率1.1%で増加し
つづけると64年後には130億に達しま

す。そこには、増加率(%)×倍増期間(年)≒
70という関係があります。現在、先進工業
地域では年率0.2%、開発途上地域では年率
1.3%で人口が増加していますが、世界人口
の変化は各国の出生率と死亡率の変化で決ま
りますから、国連では過去の人口データにも
とづいて将来の人口を推計しています。それ

によると、「開発途上地域において女性が生涯に出生する平均
子ども数が長期的には1.85人になる」という仮定のもとで、世
界人口は2075年頃に92億となり、最大に達します。

（経済学部教授 松下敬一郎）

「全世界の人口は
どれくらいまで増えるの？」Q

Q
A 昭和47（1972）年に故・網干善教先生が率いられ、

関西大学考古学研究室の学生が多数参加した調査団
が高松塚古墳を発掘し、極彩色で星辰図(せいしんず)や
四(し)神図(しんず)、男女群像図などが描かれた壁画古墳
がはじめて確認されました。この発掘調査は戦後最大の
考古学的成果と評価され注目を浴びました。その後、キ
トラ古墳にも星辰図や四神図などが描かれていることが
判明しました。現在、飛鳥地域に壁画古墳は２基ありま
すが、他にも共通する立地や外観を示す終末期古墳が複
数あります。極彩色の壁画が描かれた可能性がある古墳
の候補として、将来的に目が離せません。

（文学部教授 米田 文孝）

A 1224年に北条氏三代目執権に就
任した北条泰時（1183－1242）

が、日本型政治家の最初かもしれませ
ん。連署制度に伯父時房を誘い、評定
衆を設け、独裁から合議へと政治を一
新、鎌倉政権の下支えに徹し、その公
的性格を確立した人物です。1232年
に泰時が公布した『御成敗式目』は、
律令のような継受法と違い、本邦初の

自前の法典。農民生活の実際にまで配慮して、公平な紛
争処理のための新たな基準作りに努める一方、皇室や公
家との友好関係の維持にも心を砕きました。現代日本の
統治のありようを考えるとき、ここに智恵の源泉を見出
せるはずです。 （法学部教授 山野 博史）

「日本史上、最も注目すべき
政治家はだれ？」Q

Q
A 2002年に都市再生特別措置法という法律

ができて、ビルの高さに関する規制が緩
められたからです。高層建築を核に、街を活性
化させようというのが狙いでした。しかし、街づくりの先進
国では、都市を高層ビルで飾るのは時代遅れだという考えが
ひろがっています。いっきょに巨大な施設をつくるのではな
く、その街で暮らす人びとにとって使いやすい街を、ゆっく
りと形成していく知恵が求められています。

（社会学部教授 永井 良和）

「最近、都心に高層ビルやマ
ンションがたくさん建設さ
れているのはどうして？」

A ある映画で、ヒロインの恋人が、ヒ
ロインのもってきたブランドのバッ

クに呆れるシーンがあります。「カバンな
んて物が入ればいいだけなのに！」。しか
し、経済学者で社会学者のT.B.ヴェブレン
は、セレブな人びとは「消費財（カバン）
を具体的な有用性（物が入る）のために使
っているのではない。消費財は、それを使
う人の社会的地位や経済力を表す『記号』

である」といいます。だとすれば、セレブな女性は自分の地
位を誇示するためにブランド品を買うといえます。ただ、セ
レブではなく一般の女性もブランドを買うことの方が、現代
の特徴といえるかもしれません。

（総合情報学部助教授 谷本 奈穂）

「セレブな女性はどうして
ブランド品を買うの？」Q

A 空を飛び、マシンガンを撃つなどの機能
は無いけれど、人間と協働して社会で活

躍するロボットは実現できると思います。し
かし、感情はもとより、物事を考えたり新し
いものを創造するような機能の実現は不可能だと思います。電子
辞書などのようなデータベース機能を備えた「物知りなロボット」
はすぐ実現できそうですが、データベースに無い新しい発想を生
み出す機能は実現できないと思います。人間が機械と違うところ
は、新しい物事を生み出す機能、すなわち、「知能」を持ってい
ることなのです。この能力を大切に使って、人間らしく生きたい
ものです。 （工学部助教授 倉田 純一）

「鉄腕アトムのような
ロボットは実現する？」Q

A 日本人は本当に英語が苦手なのでしょ
うか？ 表題の問いかけ自体、はなは

だ疑問です。恐らく苦手なのではなく、使
う機会がないだけのことだと思います。人
は必要に駆られると何とかするものですが、
幸せなことに、日本では英語を使わなくて
も何でも できてしまいます。このあたりが、
英語がうまくならない理由なのでしょう。
英語がうまくなりたいあなた！ 英語を使

う機会や理由を見つけ出してください。そして、自分を英語の
学習に追い込んでください。そうすれば、「英語は苦手って誰
が言っていたの？」という状態にきっとなりますから。

（外国語教育研究機構教授 竹内 理）

Q

A コンビニエンスストアには常時約3000品目の
品揃えがされています。それは、買い置き習慣

のない学生、単身の社会人のために、すぐになんでも
買いそろえられるよう品揃えの豊富さを売りとして
いるからです。しかしながら当初多くのコンビニエン
スストアは店舗が狭いにもかからず、たくさんの製品
を棚に陳列し、さらには予備の在庫も持たなければ
いけないというのが課題でした。その課題を、POS

レジで瞬時に売れ筋を把握することにより商品数を絞り、さらには
一日に何度も少量の商品を店舗に届けることで解決しています。

（商学部助教授 岸谷 和広）

「コンビニエンスストアはなぜあんなに
たくさんの品揃えができるの？」Q

「回転寿司店の寿司は
どうしてあんなに安いの？」Q

A 食料自給率には、「品目別自給率」「穀物自給率」「総合食料自
給率」などがあります。よく使われているのは、「供給熱量ベ

ースの総合食料自給率」で、（国産供給熱量）÷（国内総供給熱量）
で計算されます（ただし、畜産物については、飼料自給率を考慮し
て計算されます）。これによれば、日本の自給率は1998年度から
2004年度まで40％であり、先進諸国の中では最低です。また、
2004年度の穀物自給率は28％、主食用穀物自給率は60％、生産額
ベースの総合食料自給率は70％となっていて、日本の食料自給率は
大変低いといえます。 （経済学部教授 樫原 正澄）

A 人間が自転車を漕ぐエネルギーを電気エネルギーに変える
ことは、実は割とカンタンです。身近な例としては、自転

車の前輪についてるダイナモです。これはタイヤの回転エネルギ
ー(の一部)をダイナモという小さな発電機で電気エネルギーに変
え、照明として使ってます。ただしこれでは4W程度しか発電で
きません。ちゃんとした高性能の発電機を使った場合、瞬間で900W、連続して
漕ぐ場合でも平均200W程度の発電ができることがわかってます。この方法は本
学で特許申請中です。人間の持ってるパワーって、結構あるんですよね。

（工学部助教授 安田 陽）

「日本の食料自給率はどの程度？」Q

Q 「自転車で発電することはできない？」

A 所得などの格差の測定結果は、高齢化など、社会状況の変
化による影響を強くうけます。これらの影響を考えにいれ

たうえで検討すると、この10年間に、所得について格差が大き
く拡大したとはいえません。とはいえ、状況はかならずしも楽観を許しません。
社会調査の結果は、日本全体に「格差感」が拡大していることを示しています。
また、消費の格差はすでに広がりつつあり、これは、将来の所得の格差、あるい
はもっと一般的に人々の「希望の格差」を反映しているのではないかといった簡
単には見過ごしにできない議論があります。（社会学部教授 与謝野有紀）

「日本の格差は
広がっているの？」Q

「日本人はどうして英語が苦手なの？」Q 「メールはどうして
相手に届くの？」

「野球選手の年俸は
どうしてあんなに高いの？」

「一夜漬けで記憶したことは
なぜすぐに忘れてしまうの？」

「インターネットで選挙を
することはできないの？」Q

Q
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「未発掘の壁画古墳は日本にまだあるの？」

Thank you
LOVE

A 腕の立つ熟練の職人さんが、カウンターやお皿にも凝った
ぜいたくなお店で、高級なお米と高級な国産の魚介類を惜

しげもなく使うと当然値段は高くなるよね。それは、例えば、東
京は銀座の高級寿司屋のお話。お酒を飲んでちょこっとつまむだ
けでも、目玉が飛び出るぐらいのお勘定になります。回転寿司店はこの逆のことを
やってるわけです。熟達した職人さんではなく、場合によっては機械が握る酢飯に、
安い輸入ものの魚介類を乗せてベルトコンベアの上のプラスチックの皿に置くと、
ほら回転寿司になるでしょ。 （商学部助教授 三谷 真）

A プロ野球選手の年棒はこの３年間のデータの分析
から次のような基準で判断されているとみられま

す。野手の年棒は一歳年をとると963万円、１本塁打で
623万円アップします。投手は完投で1590万円、１勝
で951万円です。セ・パ両リーグを比較すると、年棒の
アップに大きな影響を与える要因は、テレビ中継や観
客の多いセ・リーグでは野手は年齢・打点・四死球の順、
投手はプロ歴・勝ち数・セーブ数と年功的要素が強く効
いています。他方、収入の厳しいパ・リーグでは野手は

本塁打数と四死球、投手は勝ち数と完投数という成果的要素が強く出ていま
す。 （総合情報学部教授 山名 年浩）

￥�

Q

素朴な疑問に
お答えします。

（４）平成１９年（２００７年）２月１日第 ３４１ 号（５）
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製氷用の冷凍機（第３学舎屋上）

はじめに
近年、「地球温暖化」「ヒートアイランド」といった言葉を耳にする機会が
増えている。本学では、次世代を担うみなさんが環境問題を身近に感じるこ
とができ、地球環境負荷の低減に貢献できるキャンパス（�ＥＣＯキャンパ
ス）づくりに取り組むことは、社会的な責務であると考えている。昨年２月
に竣工した総合学生会館 メディアパーク 凜風館をはじめとして、さまざま
な取り組みを行っているが、ここではいくつかのキーワードをもとに、その
一部を紹介する。

ヒートアイランド現象緩和への取り組み

本学は千里山キャンパスを、高低差のある敷地に数多くの樹木が存在する
「千里山 丘の森キャンパス」と位置づけ、キャンパスの活性化・アメニテ
ィの向上に取り組んでいる。この構想により造られた、豊かな緑が建物群を
やさしく包み込む自然発生的な景観は、他大学に類を見ない本学固有のキャ
ンパスシーンとなっている。施設面においてもキャンパスの緑と建物とが一
体化するように整備している。
総合学生会館 メディアパーク 凜風館では、大規模な屋上緑化を行い、屋

外の舗装も雨水が浸透するように透水性アスファルトを採用した。また、冷
暖房負荷を低減するため、断熱性・遮熱性に優れたLow―E複層ガラスを採用
し、さらにガラス面に紫外線・赤外線反射吸収コーティング剤を塗布するな
ど、ヒートアイランド現象緩和に、多方面から取り組んでいる。

ガスコージェネレーションシステムの導入
ガスコージェネレ

ーションシステム
は、ガスによって発
電を行い、その際に
生じる排熱を冷暖房
や給湯に用いるもの
で、エネルギー効率
の非常に高いシステ
ムである。尚文館に
１２００��、総合学生
会館 メディアパーク
凜風館に１６３０��の
ガスコージェネレー
ションシステムを導
入している。千里山
キャンパス全体の電
力の約２０％をこのシ
ステムでまかなって
おり、学校の施設と
しては国内でも最大
級である。尚文館
は、平成１３年度環境
・省エネルギー建築
賞において審査委員
会奨励賞を受賞する
など、社会的にも高
い評価を受けてい
る。

氷蓄熱システムの導入
氷蓄熱システムは、夜間の余剰電力

を用いて氷をつくり、昼間にその氷を
溶かして冷房に用いるシステムであ
る。本学では、１００周年記念会館に４５６０
�ジュ
ール、第３学舎に１万２８３０�ジュ

ールの氷蓄
熱システムを導入している。電力使用
量の平準化を図ることができるため、
電力会社も夜間に蓄熱するための電気
料金を安く設定するなど積極的に普及
を図っている。
※ジュ
ールは仕事やエネルギーの単位

自然エネルギーの有効利用
本学の各教室は、新

旧を問わず自然採光・
自然通風を十分に確保
した設計となってい
る。また、新たな取り
組みとして、総合学生
会館 メディアパーク
凜風館に太陽光発電設
備と風力発電設備、第
１学舎５号館（３月竣
工予定）に太陽光発電
設備を導入している。
太陽光発電設備は、「太
陽光発電新技術等フィ
ールドテスト事業」として、新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤ
Ｏ）と共同研究を行っているものである。風力発電設備は、本学の工学部に
よって設計されたシステムであり、いずれも産学官連携の成果の一例であ
る。

井水・雨水の利用
千里山キャンパス内で消費される水の約７０％は、千里山キャンパス東端に
設置された深さ２００�の井戸から汲み上げ、浄化処理された井水を利用してい
る。また、総合学生会館 メディアパーク 凜風館、誠之館８号館（養心館）
では、雨水を植栽の散水に利用して、水資源の有効活用を積極的に行ってい
る。

センサー機能付照明器具の導入
地球温暖化防止および限りある資源の節減を図るために本学は、エネルギ

ー使用量を年１％ずつ減らしていくことを目標に省エネ活動を行っている。
具体的には、照明器具を高効率型に更新したり、人を感知して自動的に点灯
・消灯する照明センサーや昼光が入るところは減光、夜になれば明るさを増
して室内の照度を均一に確保するような明るさセンサーを設置するなどの取
り組みを積極的に進めている。

廃棄物処理
食品リサイクル法により、廃棄物の削減・再資源化が義務付けられてお

り、本学でもごみの分別収集に積極的に取り組んでいる。総合学生会館 メデ
ィアパーク 凜風館の２階には、１日最大６０００食を提供する食堂があり、そこ
から発生する生ごみを、加熱乾燥することで食物残さを２０％に減量して肥料
等にリサイクルできるシステムを導入している。
生ごみ以外の千里山キャンパスから発生するごみの量は、年間に４�トラ

ック約３３台分（一般家庭の年間４１５軒分）にもなり、みなさんもゴミの減量と
分別収集に是非協力してもらいたい。

関西大学アイスアリーナの製氷システム
昨年７月、高槻キャンパスに関西大学アイスアリーナが竣工した。全国か

らトップスケーターを招いて盛大に開催されたオープニングセレモニーは、
テレビ中継なども行われ、記憶しているみなさんも多いだろう。スケートリ
ンクの製氷には大量のエネルギーを必要とするが、この施設は世界で初め
て、ガス小型熱源集中設置・運転台数制御方式（GHP【ICE RINK】システ
ム）の製氷システムを導入している。これは、従来のシステムに比べ、年間
の製氷エネルギーが約１０％節減できるだけでなく、CO2も２７％削減できる地球
環境に配慮した画期的なシステムである。
※ICE RINK�Ice Control Eco―system Reducing Investment by
Non―step―program at Kansai―university

おわりに
千里山キャンパスの中央部に位置し、「ＥＣＯキャンパス」の象徴である総

合学生会館 メディアパーク 凜風館には、正面入口にガスコージェネレーシ
ョンシステムや太陽光・風力発電設備の発電量をリアルタイムで表示する「Ｅ
ＣＯディスプレイ」を、さらに建物内各所に環境配慮技術を説明する案内パ
ネルを設置している。みなさんが、本学で学ぶなかで、これらの取り組みに
少しでも関心を持ってくれることを、強く期待している。 （施設課）

風
力
発
電
設
備
（
凜
風
館
屋
上
）

関西大学アイスアリーナ

ガスコージェネレーションシステム（凜風館１階）

関西大学の

への取り組み
地球環境負荷の低減に貢献

（６）平成１９年（２００７年）２月１日第 ３４１ 号
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と
を
決
め
た
の
が
約
半
年
前
。

六
十
一
年
前
の
出
来
事
が
風
化

し
て
い
る
現
状
や
、
近
年
の
日

本
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
を

憂
慮
し
て
の
テ
ー
マ
設
定
だ
っ

た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
〜
戦
争
。
遠
ざ
か

る
記
憶
、
忍
び
寄
る
足
音
〜
」

に
決
ま
っ
た
。

ゼ
ミ
生
二
十
四
人
が
映
像
、

雑
誌
、
展
示
の
三
班
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
進
め
た
。

実
行
委
員
長
を
任
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、私
の
胸
は
「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
た
い
」
と
い
う
熱
意
に

あ
ふ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ

に
、
甘
え
が
潜
ん
で
い
た
こ
と

に
ま
っ
た
く
気
づ
き
も
し
な
か

っ
た
。

初
め
て
取
材
と
し
て
戦
争
経

験
者
の
話
を
聞
き
に
行
っ
た
大

阪
府
茨
木
市
内
の
老
人
ホ
ー

ム
。
空
襲
の
被
害
に
遭
い
死
の

恐
怖
に
直
面
し
た
人
、
戦
地
に

赴
い
て
い
た
夫
を
亡
く
し
た

人
、
特
攻
で
命
を
散
ら
し
た
友

を
見
送
っ
た
人
。
そ
の
ど
れ
も

が
哀
し
い
。「
本
当
は
話
し
た
く

は
な
い
」
そ
う
話
す
人
も
い

た
。
彼
ら
彼
女
ら
に
と
っ
て
戦

争
体
験
を
語
る
こ
と
と
は
自
ら

の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
傷
痕
を

他
人
に
見
せ
る
こ
と
に
等
し
い

の
だ
っ
た
。

私
は
「
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
の
だ
か
ら

誰
も
が
協
力
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
甘
え

を
抱
い
て
い
た
。
何
の
覚
悟
も

な
い
ま
ま
彼
ら
の
声
に
耳
を
傾

け
よ
う
と
し
て
い
た
。
傷
痕
を

見
せ
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感

じ
な
い
人
は
い
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
私
た
ち
は
、
そ
の
言
葉
の

一
つ
一
つ
に
真
摯
に
向
か
い
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の

中
の
甘
え
は
粉
々
に
打
ち
砕
か

れ
た
。
そ
の
後
、
半
年
か
け
て

多
く
の
戦
争
体
験
者
た
ち
の
話

を
聞
い
た
。

そ
う
し
て
迎
え
た
十
一
月
二

十
五
日
土
曜
日
、
本
番
当
日
。

長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ

て
き
た
も
の
を
つ
い
に
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
、
言
葉
で
は
表

現
で
き
な
い
感
慨
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
何
事
も
な
く
予
定
ど
お
り

進
ん
だ
。
終
了
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
。
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
。
帰

路
に
つ
く
観
客
た
ち
、
そ
れ
を

送
る
ゼ
ミ
生
の
顔
。
そ
の
満
足

し
た
、
そ
し
て
誇
ら
し
げ
な
顔

を
見
て
、
よ
う
や
く
終
わ
っ
た

の
だ
と
実
感
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

強
く
感
じ
た
の
は
二
つ
。
向
き

合
っ
た
人
た
ち
に
対
す
る
責
任

と
、
私
た
ち
が
巻
き
込
み
、
協

力
を
得
、
支
え
て
も
ら
っ
た
人

た
ち
へ
の
感
謝
で
あ
る
。
こ
ん

な
経
験
を
こ
の
先
の
私
は
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
糧
に

私
は
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
。
そ
れ
が
わ
た
し
に

と
っ
て
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
」
で
あ
る
。

（
社
会
学
部
３
年
次
生

華
山

哲
幸
）

文
学
部
は
、
昨
年
十
二
月
二

十
日
、
マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
（
大
阪

市
北
区
）に
よ
る
寄
附
講
座「
マ

ロ
ニ
エ
提
供
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

学
」
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
を
開
催
し
た
。
専
門
学
校
卒

業
展
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
衣
装
を
ま
と
い
、
学
生
四
十

二
人
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

と
し
て
颯
爽
と
ｃ
ａ
ｔ
ｗ
ａ
ｌ

ｋ
（
花
道
）
を
歩
く
姿
は
、
二

百
五
十
人
以
上
集
ま
っ
た
観
衆

を
魅
了
し
た
。

本
講
義
は
、
専
門
学
校
お
よ

び
ア
パ
レ
ル
業
界
の
講
師
陣
に

よ
る
リ
レ
ー
形
式
で
、「
ど
う
し

て
人
は
服
を
着
る
の
か
」「
流
行

は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
」

「
な
ぜ
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
は
高

価
な
の
か
」
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
め
ぐ
る
身
近
な
疑
問
か
ら

最
先
端
の
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

ま
で
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
総

合
的
に
考
察
す
る
。
ま
た
日
頃

の
着
こ
な
し
に
役
立
つ
パ
ー
ソ

ナ
ル
カ
ラ
ー
や
美
し
い
姿
勢
に

つ
い
て
実
演
を
交
え
な
が
ら
解

説
す
る
「
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
」
講

座
も
、
受
講
学
生
か
ら
大
好
評

を
得
た
。「
マ
ロ
ニ
エ
提
供
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
学
」
は
来
年
度
も
継

続
開
講
の
予
定
で
あ
る
。

（
文
学
部
）

受
験
生
が
志
望
大
学
を
選
択

す
る
際
、
そ
の
理
由
と
し
て
上

位
に
挙
げ
る
も
の
に
「
就
職
に

有
利
だ
か
ら
」
と
い
う
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
い
ざ
大
学
に
入

学
す
る
と
就
職
の
こ
と
は
頭
の

隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
学

生
も
多
い
。
学
生
時
代
は
勉

強
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

い
そ

等
に
勤
し
ん
だ
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
た

り
、
入
学
当
初
で
あ
れ
ば
就
職

の
こ
と
ま
で
頭
が
回
ら
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
三
年
次
生
に
な
る

と
、
い
や
が
上
で
も
自
分
の
進

路
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
就
職
活
動
は
自
分
の
長

所
や
ど
う
い
う
仕
事
が
向
い
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
自
己
分
析

か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
と
き
に

な
っ
て
頭
を
抱
え
る
学
生
は
少

な
く
な
い
。「
学
生
時
代
に
力
を

注
い
だ
こ
と
」や「
自
己
Ｐ
Ｒ
」

が
何
も
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
も
何
と
か
苦
労
し
て

就
職
活
動
を
乗
り
切
っ
て
い
く

の
で
あ
る
が
、
実
は
現
在
、
日

本
で
は
大
卒
の
三
割
が
入
社
三

年
以
内
に
離
職
し
て
い
る
。
理

由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
自

己
分
析
不
足
、
業
界
・
企
業
研

究
不
足
が
原
因
の
「
職
業
ミ
ス

マ
ッ
チ
」に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
本
学
で
は
従
来
の
就

職
部
を
平
成
十
六
年
四
月
か
ら

「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
改

称
し
、
入
学
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
（
将
来
設
計
）
の
支

援
や
進
路
指
導
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
一
年
次
生
の
早
い
段

階
か
ら
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

「
職
業
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
を
防

ぎ
、
よ
り
よ
い
人
生
を
築
い
て

ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
就
職

情
報
資
料
室
」
を
平
成
十
八
年

四
月
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
分
室
」
と

し
て
再
編
し
、
総
合
情
報
学
部

の
学
生
に
対
し
て
早
期
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
就
職
支
援
業

務
を
分
室
内
で
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
相
談
窓
口
と
資
料
室
が

統
合
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
総

合
情
報
学
部
入
学
後
は
積
極
的

に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
ぜ
ひ
分
室
に
も
気

軽
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
は
多
い
。
将
来
に
向
け

て
、
夢
と
目
標
を
掲
げ
て
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

一
月
九
日
か
ら
十
一
日
、「
え

べ
っ
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
今
宮
戎
神
社
で
開
催
さ

れ
た
十
日
戎
の
福
娘
に
、
留
学

生
五
人
を
含
む
七
人
の
本
学
学

生
が
選
ば
れ
、
大
勢
の
人
び
と

に
笑
顔
一
杯
で
福
笹
を
手
渡
し

た
。「

三
日
間
は
あ
っ
と
言
う
間

で
、
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
語
る
福
娘
代
表

の
付
文
超
（
ふ
・
ぶ
ん
ち
ょ

う
）
さ
ん
（
経
三
）
�
写
真
。

「
世
界
中
の
架
け
橋
と
な
り
、

海
外
の
方
も
参
拝
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
た
い
」
と
い
う
代

表
選
考
の
際
に
語
っ
た
自
己
Ｐ

Ｒ
は
、
友
人
で
あ
る
本
学
学
生

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
作
り

上
げ
た
文
章
。

「
人
を
応
援
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
世
界
中
を
歩
き
回

り
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

昨
年
十
二
月
二
十
七
、
二
十

八
の
両
日
、
名
古
屋
市
レ
イ
ン

ボ
ー
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
全

日
本
選
手
権
で
、
�
橋
大
輔
さ

ん
（
文
三
）
が
二
連
覇
を
飾

り
、
織
田
信
成
さ
ん
（
文
二
）

が
準
優
勝
し
た
。
こ
の
結
果
、

二
人
は
三
月
十
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
世

界
選
手
権
の
出
場
権
を
獲
得

し
、活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
速
記
部

昨
年
十
二
月
十
日
に
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
九

十
二
回
全
日
本
大
学
速
記
競
技

大
会
に
お
い
て
、
速
記
部
が
団

体
で
総
合
優
勝
し
、
三
十
八
連

覇
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
個
人

戦
に
お
い
て
も
Ａ
級
で
岩
上
裕

子
さ
ん
（
法
三
）
が
、
Ｂ
級
で

岩
山
静
恵
さ
ん
（
法
三
）
が
と

も
に
一
位
と
い
う
好
成
績
を
収

め
た
。

○
吹
田
市
・
吹
田
商
工
会
議
所

◆
ビ
バ
�

ベ
ン
チ
ャ
ー
吹
田

二
〇
〇
六

ベ
ス
ト
・
プ
レ
ゼ

ン
賞

商
学
部
三
年
次
生

松
井

孝

（
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
）

○
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構

◆
平
成
十
八
年
度
優
秀
学
生
顕

彰
事
業
文
化
・
芸
術
優
秀
賞

文
学
部
四
年
次
生

一
ノ
宮

渉

（
平
成
十
八
年
十
二
月
十
六
日
）

◆
平
成
十
八
年
度
優
秀
学
生
顕

彰
事
業

ス
ポ
ー
ツ
活
動

大

賞文
学
部
三
年
次
生

�
橋

大
輔

（
平
成
十
八
年
十
二
月
十
六
日
）

○
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ
大
阪
実
行
委
員
会

◆
第
八
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ

ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

佳
作

工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

四
年
次
生

西
川

明
良

（
平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日
）

◆第１部 軽音楽部
フレッシュマンライブ
２／１３（火）・１４（水）
千里山キャンパス ＫＵシンフォニー
ホール
◆書道部
第８４回書展
２／１６（金）～１８（日）
吹田メイシアター
◆囲碁部
関西学生囲碁カーニバル

２／１８（日）
アルプス江坂囲碁センター

◆千里山法律学会
新島襄記念法律討論会
３／３（土）
同志社大学

◆演劇研究部「学園座」
学園座２００７年春公演
３月上旬
会場未定

さ
っ
そ
う
、学
生
モ
デ
ル
４２
人

マロニエ提供ファッションショー

�ＣＯＵＮＴＺＥＲＯ～戦争。遠ざかる記憶、忍び寄る足音～�

学生モデルが観衆を魅了

今
宮
戎
の
福
娘
代
表

経
済
学
部
の
付
さ
ん

「
世
界
中
に
笑
顔
の
架
け
橋
」

藤岡ゼミ 戦争をゼロから考え直す

聞き取り調査

体験者の傷痕深く

甘えの気持吹き飛ぶ

２月１日～３月１９日

◆課外活動行事予定

将
来
へ
の
準
備
は
い
つ
か
ら
？

展示物でアピール

入学時から自己分析
職業ミスマッチ防ぐ
キャリアセンター・高槻

受
け
継
ぐ
者
の
責
任
痛
感

平成１９年（２００７年）２月１日第 ３４１ 号（７）



大学に通年型のアイス
スケートリンクができた
ことにも驚きましたが、
あのq 橋大輔選手や織田
信成選手がここで練習を
して世界の舞台で活躍し
ていると思うと、同じ関
大生として、誇りの持て
る場所です。

毎日少し息
を弾ませて上
がるこの坂
も、桜の季節
だけはゆっく
りと味わって
歩きたくなる
ほど、美しい
桜の花道にな
ります。

夏のよく晴れた日に、大クスノ
キの下から空を見上げると、葉の
間から日の光がこぼれて、すごく
爽やかな気持ちになります。

昼間は友だちと芝生の上で話を
したり、スタンドやベンチに腰を
下ろして食事をとったりしていま
す。夜になるとイルミネーション
が点灯され、昼も夜も多くの学生
が集まる場所です。学園祭ではこ
こにステージが設置され、大いに
盛り上がりました。

図書館横の
並木道を抜け、
尚文館前の滝
を見ながら、
尚文館前の芝
生でくつろぐ
コースがおす
すめです。都
心に近い大学
とは思えない

ほど緑が多くて、落ち着きます。

晴れた日はよくここで友だちと
お昼ご飯を食べます。テーブルを
囲んで、わいわいと楽しく食べる
ランチは格別に美味しく感じま
す。また、お昼休みにここに座っ
ていると、たくさんの学生が行き
交い、大学の活気を感じます。

E 第２学舎付近

C 悠久
ゆうきゅ う

の庭

B 大クスノキ

Ａ 法文坂

ここでは英語、フランス語、ド
イツ語、中国語、朝鮮語、スペイ
ン語、タイ語をそれぞれ母国語と
する留学生との外国語会話交流会
が行われています。私も何回か参
加するうちに、留学生と気軽に話
せるようになり、親しくなりまし
た。留学に興味がある学生にとっ
ては、語学スキルを上達させるた
めだけでなく、留学に関する情報
交換の場にもなっています。
※開室時間および時間割は、国際
交流センターに確認のこと。

キャンパスの中心に位置するこ
の場所は、何だか「ホッ」と一息
つける場所です。温かい日にはベ
ンチに腰掛けて、日向ぼっこをし
ています。また、夜は夜景が美し
いことで有名です。

寒い日の待ち合わせはここと決
めています。大スクリーンや広い
ラウンジを利用して行われている
催し物を見て過ごしたり、ＬＡＮ
が利用できるので、自分のパソコ
ンを繋いでインターネットをしな
がら待っていると、時間があっと
いう間に過ぎます。その後は友だ
ちと２階のダイニングフロアに移
動して食事をすることが多いで
す。

先日初めてカットハウスを利用
しました。街にある普通の美容室
より料金がかなり安いにもかかわ
らず、早くきれいにカットしても
らえるので助かります。授業の合
間など、髪型が気になったときに
すぐカットしてもらえてとても便
利だと思います。

私は凜風館の屋上が気に入って
います。南を向くと梅田まで一望
でき、北を向くと広いキャンパス
内を上から眺めることができま
す。ここから見える正門からのメ
インロードは、春には桜が、秋に
はイチョウが季節の彩りを添え
て、本当に綺麗です。雪が降った
ら、きっと雪化粧したキャンパス
もすごくきれいだろうなと思いま
す。

馬術部の練習時間を狙って、
馬が走る美しい姿をよく見にきて
います。キャンパス内で馬が見ら
れるなんて、最初はすごく驚きま
した。

千里山キャンパスは、阪急電車「梅田」駅から電車で約20分。最寄りの「関大前」駅から
にぎやかな通りを５分ほど歩けば、広大なキャンパスが目の前に広がる。総面積35万㎡の敷
地に、2007年度から新たに４学部が増設されるこのキャンパスでは、充実した学生生活を
送るためのさまざまな施設が完備されている。
また、大阪と京都の中間に位置する高槻キャンパスは、甲子園球場の約12倍、45万㎡も
の広大なキャンパスである。
今回は、両キャンパス内を歩く学生のみなさんに声をかけ、毎日の生活の中から、身近な
おすすめスポットを紹介してもらった。

千里山キャンパス千里山キャンパス

D 図書館横の並木道と

尚文館前の芝生

F 国際交流センターの交流室

J 関西大学アイスアリーナ

K 高槻キャンパス馬場

I 凜風館屋上

高槻キャンパス高槻キャンパス

L 高槻キャンパス広場

D AB

EC

F

G
H
I

H 凜風館３階

G 凜風館１階学生ラウンジ

J

K

L

本
号
で
は
、
私
た
ち
が
日

常
の
生
活
の
な
か
で
思
い
浮

か
べ
る
素
朴
な
疑
問
に
、
関

西
大
学
の
各
分
野
の
専
門
的

な
研
究
者
が
答
え
る
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
み
た
。
は
じ

め
て
の
試
み
で
あ
る
が
、
テ

レ
ビ
や
一
般
向
き
の
解
説
書

と
は
ひ
と
味
違
う
も
の
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。本

学
に
お
い
て
も
、二
月
一

日
か
ら
一
般
入
試
が
開
始
さ

れ
る
。
受
験
生
の
み
な
さ
ん

で
こ
の
号
を
読
ま
れ
る
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
今
回
取
り
上

げ
た
疑
問
に
興
味
を
も
ち
、

そ
れ
に
自
分
も
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

人
は
、
ぜ
ひ
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
、
関
連
す
る
講
義
科

目
を
受
講
し
て
、
専
門
的
に

勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。

私
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
大

学
の
教
員
の
多
く
も
実
は
こ

う
し
た
素
朴
な
疑
問
を
出
発

点
に
研
究
者
へ
の
道
を
歩
き

は
じ
め
た
の
だ
と
思
う
。

（
高
増

明
）

�編集後記�

大
西

正
曹
（
お
お
に
し

・
ま
さ
と
も
）
社
会
学
部

教
授専

門
は
産
業
社
会
学
。

著
書
に
『
よ
み
が
え
る
地

財
産
業
』。
全
国
の
中
小
企

業
経
営
者
か
ら
「
ま
い
ど

教
授
」
と
親
し
ま
れ
る
。

各
種
中
小
企
業
支
援
委
員

会
の
座
長
を
務
め
る
。
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